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 地 域 再 生 計 画 

 

 

 

１． 地域再生計画の名称 

牧水の郷森林地域活性化計画 

 

２． 地域再生計画の作成主体の名称 

宮崎県、日向市 

 

３． 地域再生計画の区域 

 日向市の区域の一部（東郷町地域） 

 

４． 地域再生計画の目標 

 

（１）沿革 

  本市は、明治 22 年の町村制により誕生した富高村、細島町、岩脇村、美々津村、

東郷村が前身となっています。大正 10 年に富高村が町政を施行した富高町と細島

町が合併して富島町となり、昭和 26 年には岩脇村と合併し、県下で 6番目の市と

して日向市が誕生しました。その後、昭和 30 年に美々津町と、平成 18 年の東郷

町との合併を経て現在の日向市となりました。 

 

（２）特性 

 日向市は宮崎県の北東部に位置し、総面積は 336.29 ㎞２、県面積の約 4.3％を

占めています。北は門川町、西は美郷町、南は都農町、木城町に接しており、尾

鈴山系を南に、日向灘を東に望み、市西部の東郷町地域から美々津・幸脇地区を

耳川が貫流しています。 

海岸部は、変化に富んだリアス式海岸と白砂青松の海岸から成っていますが、

その中でも「日向岬」に見られる柱状節理の絶景は観光名所になっています。 

 気候は、南海気候型に属し、太平洋に面しているため黒潮の影響を受け温暖で、

年平均気温はおよそ 17℃で、降雪を見ることはほとんどありません。日照時間・

降水量の平年値は、日照時間 2,132 時間、降水量 2,440mm となっています。 

人口は 64,246 人（平成 21 年 4 月 1 日現在）で、県内で 4 番目の人口規模とな

っています。 

東郷町地域は、日向市の西部の地域で、面積 218.73ｋ㎡のうち 87.7％にあたる

約 191.78ｋ㎡は豊かな森林が占め、九州山脈を源とする耳川は、流域 4 市町村に

またがる 2 級河川であり、東郷町地域の中央部を東西に流れ、その両岸に農地や



 - 2 - 

集落が点在する美しい自然を持った農林業の地域です。特に全国的にも有名な歌

人若山牧水の生誕地でもあり、高い文化的土壌が潜在し、牧水の愛した山や川、

田畑からなる美しい自然とそこに住む人々の生活空間は、「牧水の郷」として町内

外の人々から親しまれ、未来に引継ぐ貴重な財産として位置付けされています。 

 

（３）基本理念 

平成 20 年に策定された『日向市農林水産業振興計画』の基本理念のひとつであ

る、『豊かなくらしを創造する林業・木材産業の振興をめざして』に基づき、重点

施策である生産基盤の整備に向け、今後の施策を推進することとします。 

 

（４）現状と課題 

本市の人口・世帯数は、平成 17 年の国勢調査によると、63,555 人、23,929 世

帯（１世帯当たり 2.7 人）となっています。人口は昭和 26 年の市制施行以来、順

調に増加してきましたが、同 58 年をピークにその後は 64,000 人を前後にほぼ横

ばいで推移しています（数値は旧日向市と旧東郷町を合計したもの。）。しかしな

がら、東郷町地域においては、ピーク時に約 12,000 人あった人口は、平成 21 年 4

月現在においては、約 5,000 人と大幅に減少しており、さらには、日向市全体の

高齢者率 23.5%のうち、東郷町地域における高齢者率は 36.9％となっており、東

郷町地域における高齢化は確実に進行しています。 

それに伴い、基幹産業である農林業の労働力も極めて低下しており、また、構

造的な不況も相まって、第１次産業の維持に苦慮している現状にあります。 

 林業の分野では、日向市の林野面積 261.97ｋ㎡のうち、東郷町地域における林

野面積は 191.77ｋ㎡であり、全体の約 73％を占めていることから、東郷町地域が

いかに森林資源に恵まれているかうかがえます。その一方で、木材価格の低迷や、

原油価格の高騰などにより、生産意欲が低下しており、また、林業後継者の減少

が起因して、依然として林業を取り巻く情勢は厳しいものがあります。こうした

状況の中で林業経営を活性化させるためには、生産コストの縮減を図ることであ

り、生産基盤となる路網整備が必要不可欠です。 

前計画での路網整備により、林道路網密度が 0.1ｍ/ha 増加し、林道舗装率につ

いては 4.5 ポイント増加したことで、改善はされているものの、依然として、宮

崎県の林道路網密度 6.3ｍ/ha に対して、東郷町地域における林道路網密度は 5.3

ｍ/ha と未だ低く、また、林道舗装率につきましては、県平均 52.3％に対し、東

郷町地域は 40.4％となっており、６割が砂利道であることから、気象災害等によ

る度重なる交通規制や、環境面からも関係が深い国土保全や農林地の維持生産に

伴う農林業の通作や生産物の輸送へ影響を及ぼしています。また、東郷町地域中

心部には国内でも有数の耳川流域の国産材供給施設である 33ｈａにもおよぶ木材

団地（市場、製材、加工施設等）を整備しているものの、山林からのアクセス等
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の悪条件により、コストの縮減に苦慮しているところです。 

生活基盤や環境からみますと、東郷町地域が山間部で災害に弱い地形的条件に

加え、より安全に、より早く、より多くの輸送や移動手段が求められる最近の経

済形態に対応しきれなくなった道路網の整備が課題となっています。町の活性化

において道路網の整備は重要な要因であり、産業、教育、文化、福祉、医療等全

ての分野において多大な影響を及ぼしています。市町村を連絡する国県道の改良

はほぼ完了しているものの、東郷町地域の集落を結ぶ主要市道については、未整

備区間が多く、整備を促進することが緊急の課題です。 

 

（５）目標 

防災や国土の保全、農林産物の生産をはじめ、安心して暮らせる広域化した社

会形態にも合致した生活空間の形成はもとより、低コスト時代にも対応した安心

で安全な交通ネットワークの整備が最優先課題です。 

市道については、都市部との幹線道路網の整備を推進するとともに、これら幹

線道路と東郷町内主要集落を結ぶ市道については、重要路線又は広域的機能を有

する路線から遂次整備を進めます。また、未整備の路線区間を改良整備する事に

より、通行止めの解消やアクセス時間の短縮などを行い、系統的な交通網を構築

します。 

林道については、効率的な施業や木材搬出等によるコスト縮減も図るため、ま

た、火災などの防災面や水源涵養などの環境面からも重要であることから、林道

開設及び舗装事業を実施します。さらに、森林の持つ癒し効果や保健休養林の場

を提供するため、森林に求められる多面的な要請に応えるよう、観光と合わせた

都市農村交流を推進します。 

これらの路網整備を一体的に行うことにより、地域交通の円滑化はもとより、

東郷町地域内の南北・東西を結ぶ産業基幹道路としての機能を高めることができ

るとともに、自然災害発生時等において、緊急避難道路や物資供給道路としての

役割も期待できるところです。 

 

（目標１） 市道整備による集落間のアクセスの改善 

（集落間通行時間を８分から４分に短縮） 

（目標２） 林道整備による拠点（木材団地市場等）施設へのアクセスの改善 

      （年間通行止め日数を８％から５％以下に縮減） 

（舗装整備による林道内通行時間を１５分から７分に短縮） 

（目標３） 林道整備による林業経営の推進 

      （東郷町地域における森林整備面積の増加：年間平均森林整備面積 

５.８ｈａ増加 増加率約１％） 
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（目標４） 自然に親しむ観光客の増加推進 

（東郷町地域における観光客の増加：年間平均登山者数 100 人増加 

増加率約８％） 

 

５． 目標を達成するために行う事業 

 

（１）全体の概要 

東郷町の中央部を東西に通る国道 327 号及び国道 446 号を軸に、それに接続す

る市道並びに林道を集中的に整備し農林産物の物流の効率化を図ります。併せて、

未整備林などを解消するため、基幹的な林道を整備することで、森林へのアクセ

ス改善を図ります。また、一体的な路網整備により、生活空間の形成や、安全な

交通ネットワークを構築します。 

市道鶴野内東下線は一次的な改良は終わっているものの、幅員が狭く急坂であ

り、峠である突角部については気象災害の危険もあることから、この間を集中的

に整備して、通学、通勤、通作等の安全と通行時間の短縮をはじめ、集落間や市

場を結ぶ生活道を確保することで、地域の生活改善を図ります。 

林道熊山（舗装）線並びに林道庵登線(舗装)の予定区間は急坂未舗装であるこ

とから、路面の不良によって山林作業や集落間の往来に苦慮しているところであ

り、熊山線については、東郷町地域の観光名所である冠山登山道入口までのアク

セス道路としても幅広く活用されていることから、重点的に整備して、問題解決

を図ります。 

長迫・小原線(舗装)については、広大な森林の利用区域を持つ基幹林道であり、

森林施業のための利用頻度が多い路線であることから、舗装整備による森林への

アクセス時間の短縮を図ります。また、市町村間（日向市～美郷町）を結ぶ有効

な路線ですが、台風襲来時による災害が多発しているため、交通制限等を余儀な

くされることが多く、さらには、環境面の保全にも影響を及ぼしていることから、

排水機能を高める目的においても、路面整備を必要としています。 

林道西林・神陰線（開設）については、県道山陰都農線の未整備区間に替わっ

て東郷町中南部の地域路網を形成し、仲深地区、坪谷地区及び寺迫地区等の居住

環境に資する骨格的な林道となります。また、本計画路線の利用区域内における

人工林については、主伐期を迎えている針葉樹が多くあるものの、森林へのアク

セスが出来ないことにより、施業サイクルが効率よく実施されていないことから、

森林施業の推進を図るために緊急な整備を要します。 

林道横瀬・広瀬線（開設）については、利用区域 111ha のうち 56％が人工林と

して管理されていますが、区域内に道路が整備されていないことから、伐採等の

作業が見送られていることもあり、木材の搬出に苦慮しているところです。また、

東郷町福瀬区と中心市街地間を結ぶ重要な林道として位置づけられており、大雨
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による耳川の出水時において、県道中野原美々津線の迂回路の役割を果たす道路

としても大きく期待を寄せられているところです。 

以上、この 6 路線を本事業で早急に整備する事により、直接的な課題の解決を

行うとともに、東郷町地域全体の強固な道路網の構築を図り、間接的に展開する

その他の道路事業と共に、物流や生活、教育・文化などの活動を強化して、地域

格差を解消し、東郷町地域の再生を行います。 

 

（２）法第五章の特別の措置を適用して行う事業 

 

道整備交付金を活用する事業 

対象となる事業は、以下のとおり事業開始に係る手続き等を完了してい

る。なお、整備箇所等については、別添の整備箇所を示した図面による。 

・市町村道；道路法に規定する市町村道に平成２０年３月６日に認定済み。 

・林  道；森林法による耳川地域（平成１８年４月１日樹立）にすべての 

路線を記載。 

[施設の種類（事業区域）、実施主体] 

・市道（日向市東郷町）、日向市 

・林道（日向市東郷町）、宮崎県・日向市 

[事業期間] 

・ 市道（平成２２年～２３年度） 

・ 林道（平成２２年～２６年度） 

[整備量及び事業費] 

・ 市道 １６０ｍ、林道 １４，０３０ｍ 

・総事業費 

市道    ５０，０００千円（うち交付金 ２５，０００千円） 

林道 １，４６８，８３６千円（うち交付金７３４，４１８千円） 

合計 １，５１８，８３６千円（うち交付金７５９，４１８千円） 

 

（３）その他の事業 

① 路網の維持や整備については、各集落区公民館組織により年１回以上の

維持管理の実施と啓発を行います。（日向市） 

② その他の道路整備事業等は継続的に実施します。幹線となる林道整備後

に支線の役割を果たす作業道整備等を実施します。（日向市） 

③ 林業経営については、高齢者や後継者不足から労働力不足が考えられる

ことから、作業道の開設・舗装などの事業に合わせて、高性能林業機械

の導入を実施します。（日向市・森林組合） 

④ 登山道や自然歩道の整備を実施することで、多様な森林の利用を推進し
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ます。（宮崎県・日向市） 

⑤ 植樹祭等を通して森林に親しむ環境づくりに取り組みます。（日向市） 

６． 計画期間 

平成２２年度～２６年度 

 

７． 目標の達成状況に係る評価に関する事項 

４．に示す地域再生計画の目標については、計画終了後に必要な調査を行

い、状況を把握・公表するとともに、関係団体等からなる協議会を開催して、

達成状況の評価や改善すべき事項の検討等を行うこととする。 

 

８． 地域再生計画の実施に関し当該地方公共団体が必要と認める事項 

特になし 

 

 


